
日雇い派遣の問題点

「日雇 い派 遣 」会 社 に登 録 し、

とき ど き引 っ越 しの 仕事 な ど を

して い ます 。 夏 休 み な ど、 時 間

が空 い た時 にお 小 遣 い かせ ぎで

働 け る の で便 利 で した。 最 近、
ニ ュー スや 新 聞で 「『日雇 い 派遣』

は原 則禁 止 にす る」と国 会で 話 し

合 わ れ て い る と聞 き ま した 。「日

雇 い派 遣」とい う働 かせ 方 は、 ど

うい う点が 問題 なのです か?

(20歳 、男 子 学生 、長 岡京市)

 

【回
答
】

「
日
雇
い
派
遣
」
は
、

90
年
代
後
半
以
降
、
急
速

に
増
え
て
き
た
最
悪
の
劣

悪

・
不
安
定
雇
用
で
す
。

グ

ッ
ド
ウ

ィ
ル
、

フ
ル

キ
ャ
ス
ト
な
ど
最
大
手
日

雇
い
派
遣
会
社
が
、
禁
止

業
務
派
遣
、
二
重
派
遣
な

ど
違
法
行
為
を
し
て
い
た

こ
と
を
理
由
に
許
可
取
消

や
事
業
停
止
処
分
を
受
け

ま
し
た
。
根
拠
不
明
の
貨

金
天
引
き
、
労
働

・
社
会

保
険
不
加
入
も
指
摘
さ

れ
、
低
賃
金

・
不
安
定

・

劣
悪
労
働
と
し
て
ワ
ー
キ

ン
グ
プ

ア
の
受
け
皿
に

な
っ
て
い
ま
す
。

99
年
派
遣
法
改
正
で
、

派
遣
業
務
が
原
則
自
由
化

さ
れ
ま
し
た
。
専
門
性
の

な
い
単
純
作
業
に
も
派
遣

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

(製

造
業
務
は
04
年
3
月
か
ら

解
禁
)。
こ
れ
が
、
日
雇

れ あ き いた
つ労 つ派

業 て 働 か 遣務 新 側 け が

で た の で 広
の に 強 す が

醤畠度o藷

難 蒙 努

職安法44条違反の

労働者の供給事業

 

期
間
は
上
限
-
年
と
さ
れ

ま
し
た

(現
在
は
、
上
隈

3
年
)。
た
だ
、
改
正
前

の
26
業
務
な
ど

一
定
業
務

に
つ
い
て
は
期
間
制
限
な

し
に
派
遣
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
ま

し
た
o
そ
の
中
に

「日
数

限
定
業
務
」

が
あ

り
ま

す
。

つ
ま
り
、
「
1
か
月

間
の
業
務
日
数
が
、
派
遣

先
正
社
員
の
所
定
労
働
日

数
に
比
べ
て
相
当
程
度
少

な
く

(半
分
以
下
)、
か

っ
、
月
10
日
以
下
で
あ
る

業
務
」
で
す
。
ス
ポ

ッ
ト

派
遣
と
も
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
こ
れ
が
、
日
雇
い
派

趨
が
広
が

っ
た
、
も
う

一

つ
の
理
由
で
す
。

85
年
制
定
の
派
遣
法

は
、

常
用
型

派
遣
以
外

に
、
派
遣
先
で
労
働
者
が

仕
事
を
す
る
期
間
だ
け
、

派
遣
元
が
労
働
者
を
雇
用

す
る

「登
録
型
派
遣
」
を

認
め
て
し
ま
い
ま
し
た
Q

登
録
型
は
、

派
遣
が
終

わ

っ
て
次
の
派
遣
ま
で
の

空
白
期
間
の
雇
用
や
賃
金

保
障
が
な
く
、
派
遣
先
や

派
週
元
は
経
済
的
負
担
や

解
雇
の
責
任
を
負
わ
ず
に

済
み
ま
す
。
企
業
に
と
っ

て
は
き
わ
め
て
便
利
で
す

が
、
労
働
者
に
は
不
安
定

で
保
障
の
な
い
働
き
方
で

す
。
日
雇
い
派
遣
は
、
登

録
型
の
弊
害
を
局
限
に
ま

で
拡
大
し
、
明
日
の
仕
事

の
保
障
す
ら
あ
り
ま
せ

ん
。
派
遣
先
に
雇
わ
れ
る

職
業
紹
介
で
も
な
く
、
実

態
は
、
職
業
安
定
法
44
条

に
違
反
す
る
労
働
者
供
給

事
業
に
近
い
と
言
え
ま

す
。
日
雇
い
派
遣
を
放
置

し
て
き
た
政
府
の
責
任
は

重
大
で
す
。
早
急
に
廃
止

し
て
無
権
利
な
労
働
者
を

保
護
す
る
こ
と
が

緊
急

の
課

題
と

な

っ
て
い
ま
す
。

わ
き
た

・
し
げ

る

1
9
4
8
年

生
ま
れ
。
龍
谷
大

学
教
授
。
専
門
分

野
は
労
働
法

・
社

会
保
障
法
。

相
談
募
集

封

書

か
メ

ー
ル

で

「労
働
相
談
」
係

ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
宛
先
は
、

6
面
の

「ア
ロ
ー

ク
ロ
ス
」
の
応
募

方
法
を
参
照
。
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わ
き
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げ
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9
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年
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れ
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大

学
教
授
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野
は
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働
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ー
ル

で
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談
」
係
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で
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送
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さ
い
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宛
先
は
、

6
面
の

「ア
ロ
ー

ク
ロ
ス
」
の
応
募

方
法
を
参
照
。

・

正社員になりたい
製 作 会社 の子 会社 に派 遣 で、3

年働 い て い ます 。1カ 月の手 取 り

は12万 円 で、30時 間の残 業 を こ

な して 、 や っ と16万 円、 一一時 金

は0,8カ 月分 だけ です 。 同 じ仕 事

を して い る 正 社 員 の 給 料 の 半

分、 一 時金 は6分 の1で 、契 約 更

新 も半 年 ご と。 いつ 解 雇 され る

か わ か らず、 不安 でた ま りませ

ん。 正 社 員 にな ん と か な りたい

ので すが 。

(31歳 、男 性 、京都 市)

 

【回
答
】

担
当
業
務
に
よ

っ
て
は

派
遣
先
へ
の
正
社
員
雇
用

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。労

働
者
派
遣
法
は
担
当

業
務
に
よ

っ
て
派
遣
期
間

を
区
別
し
、

}
定
の
制
限

を
し
て
い
ま
す
。
1
9
9

9
年
改
正
前
の
派
遣
対
象

26
業
務
に
つ
い
て
は
こ
の

期
間
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
以
外
の
業
務
は

原
則
1
年

(派
趨
先
過
半

数
代
表
の
意
見
聴
取
を
要

件
に
最
長
3
年
)

で
す

(
法
40
条
の
2
第
3
項
)
。

も
し
、
担
当
業
務
が
26
業

務
以
外
で
あ
れ
ば
、
派
遣

期
間
を
超
え
た
時
点
で
派

還
先
は
派
遣
労
働
者
の
受

入
れ
が
で
き
ず
、
労
働
者

に
直
接
雇
用
を
申
し
込
む

義
務
が
生
じ
ま
す

(法
40

条
の
4
)。

従
わ
な
い
と
き
に
は
、

き 指 よ 労
ま 導 う 働
す を に 局
。求 派 に

め 遣 直
る 先 接
こ へ 雇
と の 用が 行 す

で 政 る

派遣期間超えたら
直接 雇 用 の義 務

 

た
だ
、
法
的
に
は
そ
う

で
あ

っ
て
も
、
派
遣
労
働

者
が

一
人
だ
け
で
会
社
に

対
抗
す
る
こ
と
は
簡
単
で

ひ
、δ
を
こ
一く磯

/r

同
じ
立
場
に
い
る
仲
間

が
い
れ
ば
複
数
で
声
を
あ

げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

実
際
に
は
、
地
域
労
組
に

援
助
を
受
け
て
知
識
と
力

を
蓄
え
な
が
ら
、
労
働
局

な
ど
を
活
用
す
る
な
ど
の

方
法
で
雇
用
と
労
働
条
件

05
ノ改
善
を
求
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

派
選
先
の
組
合
が
取
り

組
め
ば
解
決
の
可
能
性
が

高
ま
り
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
、
企
業
別
正
社
員
組

合
が
派
遣
労
働
者
の
悩
み

を
受
け
止
め
て
支
援
す
る

例
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
.

-,)か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
、

誰
で
も
個
人
で
加
盟
で
き

る
地
域
労
働
組
合
が
京
都

で
も
汚
動
を
始
め
て
い
ま

す
。
職
場
で
孤
立
し
が
ち

な
派
遇
、
請
負
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
、
非
正
規
雇
用

の
労
働
者
か
ら
相
談
を
受

け
、
労
基
法
違
反
問
題
な

ど
で
援
助
し
て
い
ま
す
の

で
、
相
談
し
て
み
て
下
さ

い
。な

お
、
日
本
の
労
働
者

派
遇
法
は
、
労
働
者
保
護

が
世
界
で
も
最
低
の
悪
法

で
す
o
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
、
韓
国
な
ど
の
派
遣
法

と
違

っ
て
、
同
じ
仕
事
を

し
て
い
る
正
社
員
よ
り
も

派
遣
労
働
者
の
条
件
が
低

劣
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
の
に
、
箆
別
待

遇
に
あ
た
る
と
し
て
規
制

す
る
条

文
が
あ
り
ま
せ

ん
○
い
ま
国
会
で
は
、
臼

本
の
派
遣
労
働
制
度
の
改

善
を
目
的
に
し
、
派
遣
労

働
者
保
護
を
強
め

る
方
向
で
派
遣
法

改
正
が
論
議
さ
れ

て
い
ま
す
。

9
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